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串間市管工事協同組合青年部の皆さん

〜笠祇小学校にて〜
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病気のお子さん を保育します

　今年度開所した２つの施設を今月・来月と２カ月連載で皆
さんに詳しくご紹介。今回は串間市病児保育センターに密着。
知って安心の情報満載でお届けします。
＊来月はチャイルドケアさくらをご紹介します。

今年度、市内２カ所に病児・病後児
の保育施設が誕生しました。

頑張ってるお母さん、忙しいお父さんに代わって

〜串間市病児保育センター〜

串間市病児保育センター
所長

宮本康英さん

こんな設備が
あります

食事は遠慮なく
ご相談を

快適に過ごせる
工夫も

医師との連携強化で
しっかり看病

子どもの
安全を第一に

すべての
子どものために

　定員は３人なので、部屋も３室準備してい
ます。急性期の子ども用の隔離室が１室と、
比較的病状が安定して回復期にある子ども用
の静養室が２室です。静養室は扉を開ければ
広く１室としても使え、子どもの病状を見な
がらの柔軟な対応が可能です。また、どんな
症状にも対応できるようぜんそくのための吸
入器や痰の吸引器も備えています。

　当センターでは画一的な給食の提供をして
いません。なぜなら、病気のときは消化能力も
食欲も落ちるからです。だからといってお弁当
のような手のかかるものを用意する必要はあり
ません。体調の負担を考え、そのときに子ども
が食べられるものを持ってきてください。例え
ば、とうふやうどん、りんごやヨーグルトなど
でも十分です。食材を持参すれば、子どもの体
調に応じた調理をして提供します。とにかく、
遠慮なくご相談ください。

　病気の子どもは睡眠が取れていないことが多い
ので、ゆっくり休んでもらえるよう環境を整えてい
ます。寝付きやすく、また熟睡できるよう隔離室
にはシャッターを設置。またベッドも乳幼児から
小学生まで充分に対応できるよう、体格別に３種
類を用意しています。お手洗いは子ども用と職員
用はもちろん別にし、子ども用は病状に
応じて使い分けられ
るよう２カ所に設置。
また、男の子用と女
の子用を別に設け
ています。

　当センターでは病気の急性期にある子どもを
看病するため、看護師の職員はセンター指導医
である小児科医のもとで１カ月半の研修を行い
ました。連携が深まり、互いに話がしやすい環
境になりました。
　看護師がさまざまな病状の子どもを看ること
で、大きな気づきを得ました。それは「子ども
の容体は急変する」ということ。安定している
ように見えても、いつどのように変化する
か分からないということを常に心に留め、
注意深く子どもを見守ります。そして、
医師と連絡を取りながらしっかりと看
病します。

　隔離室には24時間抗菌対応
のプラズマクラスターイオン発
生器を完備しています。センターは自宅とは違
い、毎日利用者が変わります。次に預かる子ど
もを守るため、職員用のシャワー室も備えるな
ど、感染症対策には万全を期しています。
　隔離室・静養室はともに転倒に備えた低反発
マットを敷き、事務室に面するよう
設計も変更。常に職員の目が行き届
くようにしています。また雨天時に
は病気の子どもを雨に濡らすことの
ないよう、玄関に屋根付きの車寄
せを設けています。

　当センターは串間市に住むすべての子どもの
ためにあります。子をもつすべての親御さんが
安心して働けるよう支援していきたいと思って
います。
　また、センターの職員３人はすべて子育て経
験者。預ける保護者の気持ちが十分に理解で
きます。それでも、保護者の方にとっては心配
もあることでしょう。一度ぜひ、どんな施設な
のか見学にいらしてください。職員一同お待ち
しています。

知って
安心

その1

知って
安心

その5

知って
安心

その3 知って
安心

その4知って
安心

その2

知って
安心

その6
病児・病後児保育施設は、緊急時に病気のお子さんを一時的に保育する機関です。

数年前、子どもの看病で仕事を長く休み「クビ
になるかも…」と小児科で泣いていたお母さん
がいました。そういった状況の人を１人でも助け
たいとかねてから思っていました。
病児保育は、市民の安心・安全を守る消防や
警察と同じくらい重要だと思っています。安心し
て駆け込んでほしいですね。働く皆さんの悩み
を１つでも解消できればと思っています。

●定員＝３名（急性期〜回復期）
●料金＝１，５００円（１日）
●職員＝看護師２名・保育士１名
●事業費＝８，３０７，０００円
　　　　　（市の委託事業）
●問い合わせ先＝☎71−１５７７

安心して
ご利用下さい。

常照寺

今町交差点

ドラッグイレブン

りんぽかん
保育園

ジ
ョ
イ
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串
間
産
の
新
米
と
個
性
豊
か
な
商
品

を
詰
め
合
わ
せ
ま
し
た
。

串
間
の
食
彩
豊
か
な
セ
ッ
ト
で
す
。

南
国
串
間
な
ら
で
は
の
商
品
を

詰
め
合
わ
せ
ま
し
た
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
セ
ッ
ト
で
す
。

旬
の
も
の
か
ら
懐
か
し
い
も
の
ま
で
を

詰
め
合
わ
せ
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
串
間
を
感
じ
ら
れ
る
セ
ッ
ト
で
す
。

地
元
の
海
産
物
を
中
心
に
詰
め
合
わ
せ
ま
し
た
。

お
魚
、
お
肉
、
ど
ち
ら
も
好
き
な
方
に
は

た
ま
ら
な
い
セ
ッ
ト
で
す
。

今
年
も
恒
例
の
「
串
間
の
よ
か
む

ん
味
だ
よ
り
・
夏
の
便
」
の
申

し
込
み
受
付
を
始
め
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
「
南
国
・
串
間
」
の
香
り

を
目
い
っ
ぱ
い
詰
め
込
ん
だ
「
味
だ
よ

り
」。
遠
く
離
れ
た
あ
の
方
に
お
届
け

し
て
、
つ
な
が
り
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん

か
―
。

　

今
夏
の
セ
ッ
ト
は
、
４
つ
の
タ
イ
プ

を
ご
用
意
。
あ
の
人
の
顔
を
思
い
浮
か

べ
な
が
ら
、
お
好
み
の
セ
ッ
ト
を
お
選

び
く
だ
さ
い
。

　

味
だ
よ
り
は
、
全
国
ど
ち
ら
へ

送
っ
て
も
送
料
込
み
の
１
セ
ッ
ト
５
，

５
０
０
円
（
税
込
み
）。
お
得
な
セ
ッ

ト
で
贈
り
物
に
最
適
で
す
。

　

お
中
元
に
、
お
礼
代
わ
り
に
、
そ
し

て
季
節
の
お
便
り
に
、
ど
う
ぞ
幅
広
く

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「黄金の瀬セット」かんぱちカマ塩麹干とイカミリン

お茶　西谷園、川島茶園、葉香園
串間産新米こしひかり　江藤米穀店
中巻かまぼこ　マルケイ川畑蒲鉾店
マヨかま　内野蒲鉾店
ちりめん　猪塚水産
完熟マンゴージャム　たいき食品
オクラのまるき漬　まるき商店
地鶏炭火焼　権代ファーム
夢の塩　(有)大田商店
イリコ餅　山下製菓堂

お茶　西谷園、川島茶園、葉香園
串間産新米こしひかり　喜多米穀店
ミニうず巻かまぼこ　内野蒲鉾店
マンゴードリンク　宮崎果汁(株)
鶏・炭火焼　(有)クシマフーズ
いりこピーナツ　たいき食品
ちりめん　猪塚水産
魔法の玉ねぎドレッシング　松尾醸造場
焼きドーナツ　ミドリヤ菓子舗
形菓子　山下製菓堂

お茶　西谷園、川島茶園、葉香園
串間産新米ミルキークイーン　喜多米穀店
イタリアン蒲鉾　マルケイ川畑蒲鉾店
あくまき　江藤米穀店
鶏・炭火焼　(有)クシマフーズ
地鶏くんせい　権代ファーム
かつおみそ　まるき商店
松尾の無添加合わせみそ　松尾醸造場
日向夏マンゴーゼリー　ミドリヤ菓子舗
おいもちゃん・ふかし芋　玉味製菓(有)

イカミリン　(有)内野水産
かんぱちカマ塩麹干　(有)内野水産
旬の一品（届いてのお楽しみ）　(有)内野水産
粒うにあわび漬け　(有)磯田物産
あんなん餃子　餃子専門店あんなん
お家でギョウザ飯バーガー　餃子専門店あんなん
お家で揚げ立てカレーパン　(有)はとや
串間の芋餅どら焼　(有)はとや
生クリーム大福　玉味製菓(有)
お芋と黒ゴマのタルト　dolce＆cafe木の実　

都
と

井
い

岬
み さ き

セット

恋
こ い

ヶ
が

浦
う ら

セット

幸
こ う

島
じ ま

セット

黄
お う

金
ご ん

の瀬
せ

セット

◎料金＝１セット５，５００円 ( 税・送料込み )
◎�注文方法＝商工会議所、市役所 ( 商工観光スポーツランド推

進課 )、各支所、岬の駅「都井岬」、チャレンジくしまアンテ
ナショップ宮崎に備え付けてある注文書に必要事項をご記入
の上、お持ちいただくかファックスにてお申込みください。

◎申込締切＝７月27日(金)
◎発送日＝８月３日(金)

〒８８８‐０００１　宮崎県串間市大字西方５６５７
串間商工会議所内串間市地場産業振興対策協議会
TEL・FAX ０９８７（７２）０５０６

申込・問い合わせ先

ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
す
る
あ
な
た
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　 
　
を
お
届
け
し
ま
す
。

串
間
の
特
産
品
「
よ
か
む
ん
味
だ
よ
り

〜
夏
の
便
〜
」
大
好
評
受
付
中
。

よ
ん

か
む

串
間
の

ふ
る
さ
と
の
味
が
す
る

？
もう
一品は届いて

の
お
楽
しみ！

冷蔵 冷蔵

冷凍 冷蔵
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わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と

●基本アクション

照明
店舗の照明を半分程度間引きする。
使用していないエリア（事務室、休憩室など）や不要な場所（看板、外部照明など）
の消灯を徹底する。

空調 店舗の室内温度を２８℃とする（または、風通しなど室内環境に配慮しつつ、２８℃
より若干引き上げる）。

冷凍・冷蔵
業務用冷凍・冷蔵庫の台数を限定、冷凍・冷蔵ショーケースの消灯、凝縮器の洗浄を
行う。
庫内は詰め込み過ぎず、整理を行うとともに、温度調節などを実施する。

●節電効果の大きなアクション

空調 室内のCO2濃度の基準範囲内で、換気ファンの一定時間の停止、または間欠運転に
よって外気取り入れ量を調整する（外気導入による負荷を減らすため）。

その他 ピーク時間を避けるため、営業時間や営業日を短縮・シフトする。
（系列店舗間で輪番休業または営業時間を短縮する）

●メンテナンスや日々の節電努力
照明 従来型蛍光灯を、高効率蛍光灯やLED照明に交換する。

空調

日射を遮るためにブラインド、遮熱フィルム、ひさし、すだれを活用する。
フィルターを定期的に清掃する（２週間に一度程度が目安です）。
室外機周辺の障害物を取り除くとともに直射日光を避ける。
搬入口やバックヤードの扉を必ず閉め、売場の冷気流出を防止する。
電気以外の方式（ガスなど）の空調熱源を保有している場合はそちらを優先運転する。

冷凍冷蔵

冷凍・冷蔵ショーケースの吸い込み口と吹き出し口には商品を置かないようにすると
ともに定期的に清掃する。
業務用冷蔵庫のドアの開閉回数や時間を低減し、オープン型の冷凍・冷蔵ショーケー
スに冷気流出防止用ビニールカーテンを設置する。
調理器具、業務用冷凍・冷蔵庫の設定温度の見直しを行う。

厨房 調理機器の設定温度の見直しを行う。

コンセント
動力

使用していない機器（調理機器、温水洗浄便座、エアタオルなど）のプラグを抜く。
自動販売機の管理者の協力のもと、冷却停止時間の延長などを行う。

その他

デマンド監視装置を導入し警報発生時にあらかじめ決めておいた節電対策を実施す
る。
コージェネレーション設備を設置している場合は発電優先で運転する。
需給調整契約（料金インセンティブ）に基づくピーク調整、自家用発電機の活用など。

●従業員への節電啓発

節電啓発

店舗全体の節電目標と具体的アクションについて、従業員へ理解と協力を求める。
節電担当者を決め、責任者（店長）と関係する全部門の出席するフォローアップ会議
や節電パトロールを実施する。
従業員に対して、家庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。

〜事業者の皆さまへ〜
チェックリスト

昨
年
よ
り
も
厳
し
い
電
力
需
給
が
予
想
さ
れ
る
今
年
の
夏
。

ご
家
庭
や
職
場
で
で
き
る
節
電
対
策
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
に

よ
る
福
島
第
一
原
発
の
事
故

以
降
、
日
本
国
内
の
原
子
力

発
電
所
が
相
次
い
で
運
転
を

停
止
し
ま
し
た
。
全
国
で
電

力
需
給
が
非
常
に
厳
し
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
家

電
製
品
を
使
用
す
る
機
会
が

増
え
る
夏
場
に
は
、
大
幅
な

電
力
不
足
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

例
年
ど
お
り
の
使
用
を
続
け

る
と
、
計
画
停
電
や
電
気
料

金
の
値
上
げ
の
恐
れ
も
あ
り

ま
す
。
九
州
電
力
管
内
で
も

こ
う
い
っ
た
事
態
を
避
け
る

た
め
、
以
下
の
よ
う
な
節
電

の
要
請
を
行
っ
て
い
ま
す
。

節
電
に
向
け
て

　

ま
ず
は
身
近
な
こ
と
か
ら

始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。
ご
家

庭
や
職
場
で
の
簡
単
な
取
り

組
み
が
節
電
に
つ
な
が
り
ま

す
。
使
用
し
て
い
な
い
家
電

製
品
の
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く
。

電
力
需
要
の
ピ
ー
ク
時
を
避

け
て
家
事
を
す
る
。
小
さ
な

努
力
の
積
み
重
ね
で
、
地
域

全
体
の
電
力
不
足
を
解
消
で

き
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
次
ペ
ー
ジ
か
ら

の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
、
自

分
に
で
き
る
節
電
対
策
を
探

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
今
年

の
夏
は
、
地
域
み
ん
な
で
節

電
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

７月２日（月）〜９月７日（金）の平日
（お盆の８月13日から15日を除く）

平日午前９時〜午後８時

昨夏比10％以上：午後１時〜５時
（電力需要ピーク時）
昨夏並み以上：その他の時間帯

期　　間

時 間 帯

数値目標

使っていない照明を消したり
簡単な事から

取り組んでいこうかな 定期的な
エアコンの
掃除！

照明を
LEDに

設定温度を
28℃
にする

使っていない
照明を
消す

グリーン
カーテンを
つくる

●問い合わせ先＝九州電力日南営業所☎０１２０－９８６－７０６

使用しない
コンセントを
抜く
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〜ご家庭の皆さまへ〜
チェックリスト 家計も助かるし、

今年はもっと工夫して
節電しましょう

家庭でできる節電メニュー
「節電メニュー」の中から、それぞれのご家庭で実施できるものをチェックしてみましょう。

家庭には、他にも消費電力の大きな家電製品があります。
平日の日中（午後1時〜4時）を避けてのご使用、または使用時間帯が重ならないように工夫してください。
アイロン、電子レンジ、ホットプレート、ドライヤー、トースター、IHクッキングヒーター、食器洗い機、浴室乾燥機、掃除機
熱中症にご注意ください。
屋内でも熱中症にかかる場合があります。適切な室温管理につとめ、水分をこまめに取るなど十分な対策をお願いします。
特に高齢者や体調に不安のある方はお気をつけください。

エアコン

室温28℃を心がける。
『すだれ』や『よしず』などで窓からの日差しを和らげる。
フィルターを定期的（２週間に１回程度）に掃除する。
２部屋で使用している場合は、１部屋での使用を心がける。
無理のない範囲でエアコンを消し、扇風機を使用する。
※除湿運転やエアコンの頻繁なオンオフは電力の増加につながる場合があります。

冷蔵庫

冷蔵庫の設定を『強』から『中』に変える。
扉を開ける時間を減らす。
食品を詰め込み過ぎない。
壁との間に適切な感覚を空けて設置する。

照明 日中は不要な照明を消す。

テレビ
省エネモードに設定する。
画面の輝度を下げる。

炊飯器 早朝にタイマー機能で１日分まとめて炊き、冷蔵庫に保存する。
電気ポット お湯はできる限りコンロで沸かす。
洗濯機 容量の80％程度を目安に、まとめ洗いをする。

パソコン
ノートパソコンの場合、短時間であれば日中は電源を抜いて使用する。
省電力設定を活用する。

掃除機
紙パック式のものは、こまめにパックを交換する。
日中はモップやほうきを使う。

温水洗浄便座 温水のオフ、タイマー節電機能を利用する。

家電製品の
待機電力

本体の主電源を切る。
長期間使わない機器のコンセントを抜く。

ライフ
スタイル

節電のための家事スケジュールを立てる。
日中（特に午後1時〜4時）を避けて電化製品を使用する。
外出や旅行による節電。

その他
契約電力の見直し（節電料金メニュー、適切なアンペア設定など）
電力会社のウェブサイトに登録し、消費電力を『見える化』する。

毎
日
の
生
活
の
中
の
ち
ょ
っ
と
し
た
行ア

ク

動シ
ョ
ン

で

で
き
る
節
電
が
あ
り
ま
す
。

今
日
か
ら
さ
っ
そ
く
始
め
ま
せ
ん
か
？

ON

OFF
●問い合わせ先＝九州電力日南営業所☎０１２０－９８６－７０６

わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と
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楽
今から8 年前の２００４年冬ごろの三戸サツヱさん。幸島にて。

銀髪をなでる冷たい海風にさえ心地よさそうに微笑む。

T
H

E
 

S
L

O
W

 
L

I
F

E

皆
さ
ん
の
食
卓
で
、
地
産
地
消
を
。

17
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介
す
る
、
串
間
市
食

生
活
改
善
推
進
協
議
会
の
皆
さ
ん
が
作
成

し
た
レ
シ
ピ
集
『
串
間
の
料
理
集
』。
そ

の
中
か
ら
今
回
は
、
夏
に
向
け
た
あ
っ
さ

り
メ
ニ
ュ
ー
を
ご
紹
介
。
会
長
の
井
上
久

美
代
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

主
食
は
『
あ
っ
さ
り
ず
し
』。
み
ょ
う

が
と
ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
が
散

り
ば
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
副

菜
に
は
『
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の

卵
捲
き
』
を
用
意
。
ニ
ン

ジ
ン
と
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
を
卵

で
捲
い
た
シ
ン
プ
ル
な
一
品
。

汁
物
は
『
す
り
身
団
子
の
す

ま
し
汁
』。
さ
っ
ぱ
り
し
た
味
で
す
。
最

後
に
、デ
ザ
ー
ト
の
『
ニ
ン
ジ
ン
ゼ
リ
ー
』

を
食
べ
れ
ば
暑
さ
も
吹
き
飛
び
ま
す
。 スロー

フード
旬を食べる
Kushima slow food

「
今
回
は
、
夏
に
向
け
て
味
の
あ
っ
さ

り
し
た
、
食
の
進
み
や
す
い
も
の
を
選
び

ま
し
た
」。
井
上
さ
ん
た
ち
は
旬
の
も
の

を
使
用
し
た
レ
シ
ピ
を
多
く
載
せ
た
い
と

思
っ
た
そ
う
で
す
。「
旬
の
も
の
が
一
番
美

味
し
い
し
、
栄
養
も
抜
群
で
す
」。
井
上

さ
ん
は
こ
う
続
け
ま
す
。「
串
間
は
食
材

が
豊
富
で
す
が
食
卓
に
上
る
機

会
が
少
な
い
気
が
し
ま
す
。
身

近
な
『
地
産
地
消
』
な
の
で
、

ぜ
ひ
試
し
て
欲
し
い
で
す
」。

11
人
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
で
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
完

成
し
た
こ
の
レ
シ
ピ
集
。
作
成

時
の
話
を
聞
く
と
「
メ
ン
バ
ー
全
員
が
主

婦
の
達
人
。
み
ん
な
で
教
え
合
い
な
が
ら

楽
し
く
作
り
ま
し
た
」
と
井
上
さ
ん
。「
串

間
の
皆
さ
ん
の
食
生
活
の
改
善
。
そ
れ
が

目
標
で
す
。
で
も
こ
の
レ
シ
ピ
集
か
ら
一

品
で
も
作
っ
て
、み
ん
な
が
『
お
い
し
い
』

と
笑
顔
で
食
べ
て
く
れ
る
。
そ
れ
だ
け
で

わ
た
し
た
ち
は
嬉
し
い
で
す
」。

達
人
た
ち
の
知
恵
が
詰
ま
っ
た
レ
シ
ピ
。

ぜ
ひ
試
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

串
間
の
料
理
、作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

三
戸
さ
ん
が
自
然
か
ら
学
ん
だ
大
切
な
も
の
。
そ
の
思
い
を
引
き
継
い
で
い
き
た
い
。

「
ほ
か
に
な
に
も
な
か
っ
た
か
ら
、
と

み
そ
汁
の
具
に
り
ん
ご
を
入
れ
る
よ
う

な
人
で
し
た
」
と
話
す
の
は
吉
田
宗
充

さ
ん
（
大
束
地
区
・
清
水
）。
吉
田
さ
ん

が
語
る
冒
頭
の
『
人
』
と
は
今
年
４
月

に
97
歳
で
亡
く
な
っ
た
三
戸
サ
ツ
ヱ
さ

ん
の
こ
と
。
三
戸
さ
ん
は
市
木
地
区
・

石
波
に
住
み
、
半
世
紀
に

わ
た
り
幸
島
の
サ
ル
を
研

究
。
平
成
11
年
に
藍
綬
褒
章

（
自
然
保
護
功
績
）
を
受
章

し
、
著
書
「
幸
島
の
サ
ル
」

で
は
サ
ン
ケ
イ
児
童
出
版

文
化
賞
、
吉
川
英
治
文
学
賞
を
受
賞
す

る
な
ど
霊
長
類
学
に
大
き
く
貢
献
し
ま

し
た
。
そ
ん
な
三
戸
さ
ん
を
慕
う
人
は

数
多
く
、
吉
田
さ
ん
も
ま
さ
に
そ
の
１

人
。
三
戸
さ
ん
を
「
気
さ
く
で
ざ
っ
く

ば
ら
ん
。
だ
れ
の
こ
と
で
も
受
け
入
れ

る
人
だ
っ
た
」
と
述
懐
し
ま
す
。

三
戸
さ
ん
が
説
い
た
自
然
と
平
和
の

大
切
さ
。
そ
の
思
い
に
多
く
の
人
が
共

感
。
そ
し
て
そ
の
思
い
を
引
き
継
ぐ
会

（
偲
ぶ
会
）
を
開
こ
う
と
５
月
、
有
志 スロー

ライフ
名人に学ぶ
Kushima slow Life

に
よ
り
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
吉
田
さ
ん
は
同
会
発
起
人
の
一
人

で
あ
り
、
ま
た
会
長
も
務
め
て
い
ま
す
。

「
三
戸
さ
ん
の
本
を
通
し
て
、
ま
た
本

人
と
の
ふ
れ
合
い
の
中
で
感
銘
を
受
け

た
方
は
子
ど
も
か
ら
年
配
者
ま
で
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
そ
ん
な
人
た
ち
の
思
い

を
汲
む
た
め
に
も
何
か
で
き

な
い
か
と
こ
の
会
を
企
画
し

ま
し
た
」
と
吉
田
さ
ん
。
ま

た
「
自
然
と
平
和
を
愛
し
保

護
活
動
を
続
け
た
三
戸
さ
ん

の
想
い
、
そ
し
て
三
戸
さ
ん

が
愛
し
守
っ
て
き
た
自
然
た
ち
を
多
く

の
皆
さ
ん
に
感
じ
て
ほ
し
い
。
ぜ
ひ
家

族
み
ん
な
で
参
加
し
て
も
ら
え
た
ら
う

れ
し
い
」
と
話
し
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

幸
島
の
母
、三
戸
サ
ツ
ヱ
さ
ん
を
偲
ぶ

串間市食生活改善推進協議会
会長

井上久美代さん（68歳）
メンバー全員で作りました。
今 後 は 若 い人 が 作りや す
いものやお年寄り向けのメ
ニューも考えたいですね。

三戸サツヱ先生を偲ぶ会
実行委員会　会長

吉田宗充さん（51歳）
日程は夏休み期間中なので、
ぜひ多くの子どもたちに来
てほしいですね。幸島の自
然を満喫してほしいです。

　ここでは取材中にお聞きした、今回のメニューの秘密をご紹
介します。
■あっさりずし
　�風味を出すために、お米を炊く前に昆布だしを入れるのが秘
訣。みょうがが利いていますが、子どもにも食べやすい味です。

■ほうれん草の卵捲き
　�白身を減らすことで卵の黄色が鮮やかになります。ザルで

こすとさらによいとのこと。
■すり身団子のすまし汁
　�このお団子、なんとゆで卵が入っています。この不思議な組
み合わせは、余った食材を足し合わせて生まれました。
■ニンジンゼリー
　�ニンジンの味を活かしつつ、オレンジジュース、レモン汁を
追加。子どもが喜ぶ健康メニューです。

『串間の料理集』こ
ぼれ話

【三戸サツヱ先生を偲ぶ会】
◎日時＝８月５日（日）
◎場所＝市木地区・幸島前海岸
◎内容
・海岸清掃（〜午前10 時）　・水戸先生の生涯（紹介）
・三戸先生の思い出を語る会
・�講話「三戸先生からわたしたちがもらったもの。
  そして引き継ぐもの」

・�串間太鼓「神童」、仲良し子どもベンチャーズによる演奏（11時〜）
◎自由参加による自然見学会
・幸島周遊コース（有料）
・幸島への瀬渡しコース（有料）
＊料金は未定。通常より安価で提供。
◎その他＝参加費は無料。どなたでも参加可能。
◎�問い合わせ先＝三戸サツヱ先生を偲ぶ会実行委員会会長・吉
田さん☎74−１９７６
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2Scene

おいしいお茶の楽しみ方

　５月25日、串間市茶業振興会
が、福島小学校でおいしいお茶
の入れ方教室を開きました。川島
道広会長が新茶を贈呈し「ペット
ボトルとは違うお茶の味を知って欲
しい」とあいさつ。児童は市職員
や振興会から串間のお茶について
の説明を興味深く聞いていました。
その後児童は、グループに分かれ
アドバイスを受けながら、慣れな
い手つきでお茶を入れていました。

福島小学校　５年生

山下純
すみ

佳
か

さん

INTERVIEW

甘かったです

お茶は家でもよく飲みます。おじいちゃ
んと、おしゃべりをしながら飲むことが
多いです。今日は友だちに入れてもらっ
て、家で飲むのと同じぐらいおいしかっ
たです。最初は苦かったけど、後から
は甘みが出てきたのが面白かったです。

串間市を駆け抜けました

　５月27日、第１回ツール・ド・
にちなん・くしまが行われました。
県内外の小学生から70 歳代まで
の３５５人が参加。日南市と串間
市を結ぶ３コースをカラフルな自転
車が駆け抜けました。沿道から
は多くの声援。休憩所では地元
食材を使った料理。選手からは、
串間市の『おもてなし』に満足
したという声が多く聞かれました。
市民総出で盛り上げた１日でした。

3Scene

九州の若手窯元がずらり

　５月25日から 27日にかけて、
旧吉松家住宅で第５回九州窯元
行列が行われました。今回は仲町
商店街での「夜市」も開催され、
３日間で約 3,000 人が訪れました。
窯元からは「こういう場所での市
はめったになく雰囲気がすごく良
い。座ってお話をされるお客さん
も多くて楽しい」という声も。多く
の人々が畳の上での窯元や陶器
との出会いを楽しんでいました。

1Scene

静岡市
清水美智代さん
日南市
本田チエさん

INTERVIEW

雰囲気が最高

50年来のペンフレンドです。静岡と宮崎
で、会うのは２回目。都井岬なども見て
きました。陶器市にはよく行きますが、重
要文化財での陶器市はとても珍しいで
すね。建物の雰囲気が陶器とすごく合っ
ていて、見ているだけで楽しかったです。

宮崎市

有馬逸
いつ

さんと
チームの皆さん

INTERVIEW

最高のコース

宮崎市からチームで参加。県外の大会
にもみんなで出場しています。起伏に富
んで、とても魅力的なコースで満足して
います。都井岬は絶景ですが、走行中
はゆっくり楽しむ余裕がなかったですね
（笑）。南郷までの風景は楽しみたいです。

My Town Topics

まちの話題
市内の話題や出来事などを写真を交えて紹介します。

水道週間に水飲み場寄贈

　５月29日、串間市管工事協同
組合青年部（池島健一部長・７
人）が笠祇小学校に水飲み場を
設置・寄贈しました。この取り組み
は、毎年６月に実施している水道
週間の一環で、今年で 10 基目の
寄贈となりました。設置にかかる資
材は部員の皆さんがすべて負担。
レンガやビー玉などで飾りつけられ
た水飲み場に児童は「かわいい。
大切に使いたい」と話していました。

5Scene

人権について学びました

福島地区・鍛冶屋
河野恒子さん
本城地区・仲
森永和子さん

INTERVIEW

良いきっかけ

講演会にはよく参加します。講師１人１
人の意見が違うので、何か１つでも吸
収できたらと思っています。今回は自分
の言葉に気を付ける良い機会になりまし
た。たった一言で相手を傷つけることも
あるのだと改めて実感した講演会でした。

　５月28日、総合保健福祉センター
で串間市人権啓発推進協議会主催
の講演会がありました。フリーパーソ
ナリティーの松本久美子さんが『傷
つける言葉、勇気づける言葉』と
題して講演しました。自身のアナウン
サー時代に上司の言葉に傷つけら
れたエピソードや、自分の発言で人
を傷つけてしまった経験を紹介。「何
か一つ、自分の心の糧になる言葉
を持ってほしい」と呼びかけました。

笠祇小学校　６年生

野辺美玖さん

INTERVIEW

すごく可愛い

ハートの踏み台や動物型の蛇口があっ
てとっても可愛いです。短い時間で出
来上がったので、作った人たちはすごい
と思います。出てきた水も冷たくておい
しかったです。運動した後はみんなで取
り合いになってけんかしてしまいそうです。

6Scene

６月９・10 日をメインに県内各地でみやざき県民総合スポーツ祭
が開催されました。６月１日には大会に先立ち、串間市選手団結
団壮行式が開催され、選手たちが健闘を誓いました。串間市か
らは 19 競技 31 種目に３８０人の役員・選手団が参加、陸上競
技やフライングディスク競技などで個人優勝するなど、選手団の
活躍が光りました。

県民総合スポーツ祭で串間市選手団が健闘

結団壮行式ではバレーボール競技男子１部の武田佳太選手が選手宣誓。

津波に備えて避難訓練を

　５月27日、石波地区で津波防
災訓練が実施されました。10メー
トルの津波を想定して行われ、４
カ所の高台に住民およそ１２０人が
集まりました。講習会では消防本
部が「大災害時には地域の皆さ
んで助け合うことが必要です」と
説明。洋服を使った応急タンカの
作り方などを学びました。避難が
完了した家庭は赤い避難旗を門に
掲げるなど、実践的な訓練でした。

4Scene

市木小学校　５年生

東濱佳奈さん

INTERVIEW

大津波の怖さ

津波のニュースはすごく怖かったです。
毎日寝る前に、いつでも避難できるよう
に荷物を準備しています。市木小は海
が近いので、友だちとも逃げる場所の
話をしたりします。津波が来たら、真剣に
走って避難しないといけないと思いました。
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心
強
い
育
児
の
相
談
役
に

　

平
成
24
年
４
月
か
ら
、
串
間
市
で
は

赤
ち
ゃ
ん
が
誕
生
し
た
す
べ
て
の
家
庭

に
母
子
保
健
推
進
員
が
訪
問
す
る
「
こ

ん
に
ち
は　

赤
ち
ゃ
ん
」
訪
問
事
業
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

母
子
保
健
推
進
員
は
、
育
児
の
相
談

役
と
し
て
、
ま
た
市
役
所
と
地
域
の
パ

イ
プ
役
と
し
て
、
市
長
が
委
嘱
し
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
10
人
の
母
子
保
健
推
進
員
が

そ
れ
ぞ
れ
に
担
当
地
区
を
持
ち
、
活
動

し
て
い
ま
す
。
担
当
の
母
子
保
健
推
進

員
は
、
母
子
健
康
手
帳
を
交
付
す
る
際

に
写
真
入
り
の
カ
ー
ド
で
ご
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
訪
問
で
は
、
市
役
所
な
ど
が
実

施
し
て
い
る
子
育
て
支
援
情
報
を
お
届

け
す
る
ほ
か
、「
出
産
お
め
で
と
う
」

の
気
持
ち
を
込
め
て
、
お
子
さ
ま
の
手

形
・
足
型
を
と
り
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た

し
ま
す
。

　

あ
ら
か
じ
め
ご
連
絡
の
う
え
お
伺
い

し
ま
す
の
で
、
ご
都
合
の
良
い
日
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
福
祉
保
健
課
子
育

て
支
援
係
☎
72

−

１
１
１
１
（
内
線

５
０
4
）

■子育て支援

イ ベ ン ト 情 報

①
高
松
海
水
浴
場
海
開
き

●�

日
時
＝
７
月
14
日
（
土
）
〜

８
月
19
日
（
日
）

●�

14
日
は
午
前
10
時
よ
り
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

・
午
前
10
時
半
〜

　

海
開
き
太
鼓

　

か
き
氷
早
食
い
競
争

・
午
前
11
時
〜

　

宝
探
し

・
午
前
11
時
半
〜

　

�

料
理
ふ
る
ま
い
（
海
鮮
汁
な

ど
）

②
赤
池
キ
ャ
ン
プ
場
開
き

●�

日
時
＝
７
月
21
日
（
土
）
〜

８
月
31
日
（
金
）

●�

21
日
は
午
前
10
時
半
よ
り
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

・
午
前
10
時
半
〜

　

�

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト

③
福
島
港
花
火
大
会

●
日
時
＝
８
月
12
日
（
日
）

・
夕
方
〜

　

太
鼓
演
奏
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

・
花
火
の
打
ち
上
げ

④
都
井
岬
火
ま
つ
り

●�

日
時
＝
８
月
24
日
（
金
）、

25
日
（
土
）

・
夕
方
〜

　

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

・
午
後
８
時
〜

　

柱
松

⑤
ト
ビ
ウ
オ
す
く
い

●
日
時
＝
６
月
〜
10
月

●�

出
航
時
間
＝
午
後
７
時
半

（
６
〜
８
月
）、午
後
７
時（
９

〜
10
月
）

●�

場
所
＝
立
宇
津
港
・
宮
之
浦

港
●
時
間
＝
１
時
間

●�

料
金
＝
１
万
円（
１
隻
チ
ャ
ー

タ
ー
で
１
〜
５
名
ま
で
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
①
②
串
間

市
観
光
協
会
☎
72

−

０
４
７

９
、
③
④
串
間
市
活
性
化
委

員
会
☎
72

−

０
０
５
３
、
⑤

遊
漁
船
組
合
（
小
田
原
）
０

９
０

−

８
３
９
７

−

９
５
０

４（
６
〜
８
月
）、同
組
合（
川

崎
）
０
９
０

−

７
２
９
２

−

８
１
７
６
（
９
〜
10
月
）

夏
の
串
間
を
満
喫
し
よ
う

■
海
で
、
山
で
。
串
間
の
夏
は

　
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
。

Parenting 
Support

子育て支援情報
「こんにちは　赤ちゃん」

訪問事業

●
今年４月から「こんにちは　赤ちゃん」

訪問事業が始まりました！

08

日高千穂さん 山内リツさん 蓑輪光乃さん 山口すが子さん 吉田恵子さん

谷口美津江さん 川﨑千哉子さん 中村敏子さん 野田弦子さん 仁田アキノさん

氏名 担当地区

日高　千穂 桂原、穂佐ヶ原、上町、桜ヶ丘、城山、霧島、天神、上郡元、
西郡元、上小路、小路、仲町

山内　リツ 松尾、西小路1区・２区、泉町、本町１丁目・２丁目
蓑輪　光乃 寺里、上塩、鍛冶屋、大島、西・東下弓田、東・西・北金谷、南金谷

山口　すが子 下・上田口、東・中・西本西方、鹿谷、古竹、笠祇、奴久見、木代、
有明１区・２区、西・東塩町、七ツ橋、西・東・南今町、高松

吉田　恵子
清水、上・中・下新町、石木田、徳山、小山、白坂、市ノ瀬１・
２・３・４・区、井牟田、射馬地野、一氏、三ヶ平、三幸ヶ野、
真萱、大重野、矢床、上大矢取、赤池

谷口　美津江
奈留、仲別府、古大内、長野、堂園、烏帽子野、西ノ園、平原、
上・下園田、風野、片野、広野、大平、田ノ野、中原、胡桃ヶ
野、高則、揚原

川﨑　千哉子 本城全地区
中村　敏子 都井全地区

野田　弦子 鯛取、倉掛、秋山、小城久保、徳間、東・西上池、下池、串間、
初田、田渕、谷ノ口、屋治、古川、羽ヶ瀬、前田、越ヶ谷

仁田　アキノ 市木全地区

【母子保健推進員名簿と担当地区一覧】

母 子 保 健 推 進 員 の 皆 さ ん

高松海水浴場

福島港花火大会

赤池キャンプ場 都井岬火まつり

トビウオすくい
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市 政 ニ ュ ー ス
　

平
成
３
年
４
月
に
誕
生
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
『
串
間
市

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
』（
井

上
久
美
代
会
長
・
34
人
）。

　

食
の
欧
米
化
に
よ
る
生
活
習

慣
病
へ
の
影
響
や
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
変
化
に
よ
る
孤
食
な
ど
、

現
代
の
食
の
問
題
を
改
善
し
よ

う
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
続

け
て
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
皆
さ
ん
が
３
年
前
、

協
議
会
発
足
20
周
年
に
向
け
、

活
動
を
よ
り
広
く
知
っ
て
も
ら

お
う
と
一
念
発
起
。
串
間
の
料

理
集
発
行
に
向
け
、
推
進
員
11

人
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン

バ
ー
を
結
成
し
ま
し
た
。
掲
げ

た
テ
ー
マ
は
『
地
産
地
消
』
と

『
だ
れ
で
も
簡
単
に
で
き
る
料

理
』。

　

３
年
間
の
時
を
経
て
生
ま
れ

た
レ
シ
ピ
に
は
試
作
を
重
ね
磨

き
上
げ
た
１
品
も
あ
れ
ば
、
思

い
も
よ
ら
ぬ
偶
然
か
ら
生
ま
れ

た
１
品
も
。
自
然
豊
か
な
串
間

市
で
手
に
入
る
食
材
を
存
分
に

生
か
し
、
主
婦
歴
数
十
年
と
い

う
達
人
の
知
恵
と
工
夫
が
凝
縮

さ
れ
た
料
理
集
で
す
。

　

レ
シ
ピ
は
主
食
・
主
菜
・
副

菜
・
汁
物
・
デ
ザ
ー
ト
の
テ
ー

マ
ご
と
に
全
64
品
を
す
べ
て
カ

ラ
ー
で
掲
載
。「
今
日
の
夕
飯

は
何
に
し
よ
う
…
」
と
迷
っ
た

ら
、
ぜ
ひ
料
理
集
を
開
い
て
み

て
く
だ
さ
い
。
手
元
に
あ
る
食

材
で
作
れ
る
レ
シ
ピ
が
き
っ
と

見
つ
か
る
は
ず
。

　

ま
た
、
お
弁
当
に
活
用
で
き

る
レ
シ
ピ
も
多
数
掲
載
。
あ
な

た
の
家
事
を
助
け
る
強
い
味
方

に
な
る
で
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
、
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

　
「
ど
ん
な
レ
シ
ピ
が
掲
載
し

て
あ
る
の
か
ぜ
ひ
知
り
た
い
」

と
い
う
方
の
た
め
に
、
本
紙
10

ペ
ー
ジ
『
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
』
の

コ
ー
ナ
ー
で
一
部
を
ご
紹
介
し

て
い
ま
す
。
併
せ
て
ご
覧
く
だ

さ
い
。

料
理
集
の
受
け
取
り
方
法

◎�

場
所
＝
福
祉
保
健
課
健
康
増

進
係
（
串
間
市
総
合
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
）
②
番
窓
口

◎
発
行
部
数
＝
３
０
０
冊
限
定

＊�

配
布
は
、
お
１
人
１
冊
に
限

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
料
金
＝
無
料

◎�

配
布
開
始
日
＝
７
月
２
日

（
月
）

◎�

そ
の
他
＝
窓
口
に
来
ら
れ
る

方
に
の
み
お
渡
し
い
た
し
ま

す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
福
祉
保
健

課
健
康
増
進
係
☎
72

−

０
３

３
３

『
串
間
の
料
理
集
』完
成
し
ま
し
た

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
『
串
間
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
』
の
皆
さ
ん
が
、

　
串
間
の
豊
か
な
食
材
を
使
っ
た
『
簡
単
お
い
し
い
』
料
理
集
を
発
行
し
ま
し
た
。

　

５
月
23
日
、
く
し
ま
市
民
活

動
交
流
セ
ン
タ
ー
「
パ
ナ
ッ
プ
」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
N
P
O

法
人
く
し
ま
商
道
芸
人
が
串
間

市
か
ら
委
託
を
受
け
て
運
営
し

て
い
ま
す
。

「
パ
ナ
ッ
プ
」
っ
て
？

　

パ
ナ
ッ
プ
と
は
協
働
を
意
味
す

る
『
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
』
を
短

縮
し
た
、
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
で
す
。

セ
ン
タ
ー
は
昨
年
度
、
串
間
市

民
協
働
推
進
セ
ン
タ
ー
設
立
準

備
事
務
所
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
活
動

　

行
政
と
N
P
O
法
人
や
地
域

づ
く
り
団
体
と
の
出
会
い
の
場
で

あ
る
『
協
働
商
談
会
』。
市
民
と

行
政
を
対
象
に
し
た
『
市
民
協

働
研
修
会
』。
こ
れ
ら
の
活
動
を

通
し
て
、
市
内
の
『
協
働
』
意

識
の
向
上
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
づ
く
り
団
体
へ
の
指

導
・
ア
ド
バ
イ
ス
を
は
じ
め
、
映

画
『
今
日
、
恋
を
は
じ
め
ま
す
』

ロ
ケ
で
は
各
団
体
の
調
整
役
と

し
て
活
躍
。
セ
ン
タ
ー
が
積
極

的
に
動
く
こ
と
で
市
民
活
動
の

活
性
化
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

「パナップ」の役割

イ ベ ン ト 情 報

く
し
ま
市
民
活
動
交
流
セ
ン
タ
ー

「
パ
ナ
ッ
プ
」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

■
串
間
市
の
市
民
活
動
を
応
援
す
る
た
め
に
誕
生
し
た
「
パ
ナ
ッ
プ
」

　
皆
さ
ん
も
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ココ

↑日南

↓志布志

宮交タクシー

大
洋
建
設

渡
辺
金
物
店

串間駅

くしま市民活動
交流センター
センター長

岩下大次さん
●問い合わせ先●

くしま市民活動交流センター
☎27‐３０７５

だれでも気軽に利用して欲しいですね。
高校生が放課後におしゃべりに来てもいい
し、おばあちゃんたちがお茶を飲みに来て
もいい。ここに来ればいろんな人と出会え
る。そういう場所にしていきたいです。
『市民協働』って、本当はすごく簡単なこと。
みんなが話をして、同じ気持ちで何かに取
り組む。これだけなんです。串間の未来を
語る場所になって欲しいですね。

センターの目的は市民活動の活性化です。センターの働きは大きく分けて４つあります。

・これから何かを始めたい人へ
　—市民活動のきっかけになるイベントを
　　開催します。
・地域を活性化したい人へ
　—団体・イベント情報を発信します。
 　 （ホームページ・メーリングリストの活用）

・市民活動を行っている人へ
　—団体の立ち上げを支援します。
　 （NPO設立講座の開催）
　—団体の運営を支援します。
　 （労務、会計などのサポート講座の開催、
　　会議スペースの提供など）

・活動を広げたい人へ
　—出会いと交流を促進します。
　（団体の交流会やイベントの開催）

・センター自ら働きます。
　—人材の発掘・育成を行います。
　 （人材バンクの整備）
　—調査・研究・提案を行います。
　 （アンケート調査や先進事例の紹介など）

みんなに利用して欲しい。

広める
啓発・推進

つなげる
交流・コーディ
ネート・協働

はたらく
主催事業・
協働事業

支える
直接的な支援
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健康マメちしき
H e a l t h  K n o w l e d g e

著：串間市民病院　内科
医師 平田　昌子

串
間
市
民
の
皆
さ
ん
、
は
じ
め
ま
し
て
！ 

わ
た
し
は
今
年
の
４
月
か
ら
串
間
市
民
病
院
に

赴
任
し
ま
し
た
、
平
田
晶
子
と
申
し
ま
す
。

皆
さ
ん
に
は
内
科
の
外
来
や
健
康
診
断
の
胃

カ
メ
ラ
、
救
急
外
来
な
ど
で
お
会
い
す
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

胸
や
け
し
ま
せ
ん
か
？

さ
て
、
突
然
で
す
が
、
み
な
さ
ん
胸
焼
け
は

し
ま
せ
ん
か
？
あ
る
い
は
、
口
に
酸
っ
ぱ
い
も

の
が
上
が
っ
て
き
ま
せ
ん
か
？
心
当
た
り
が
あ

る
方
は
、
も
し
か
す
る
と
逆
流
性
食
道
炎
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

逆
流
性
食
道
炎
と
は

逆
流
性
食
道
炎
っ
て
？
？
と
い
う
方
も
、
テ

レ
ビ
な
ど
で
す
で
に
よ
く
ご
存
じ
の
方
も
、
と

り
あ
え
ず
次
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
や
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。
そ
れ
ぞ
れ
症
状
が
な
け
れ
ば
０
点
、

ま
れ
に
あ
る
と
き
は
１
点
、
と
き
ど
き
あ
る
が

２
点
、
し
ば
し
ば
が
３
点
、
い
つ
も
あ
る
と
き

は
４
点
で
す
。

①
胸
焼
け
が
し
ま
す
か
？

②
お
な
か
が
は
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

③�

食
事
を
し
た
あ
と
に
胃
が
も
た
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

④�

思
わ
ず
手
の
ひ
ら
で
胸
を
こ
す
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

⑤�

食
べ
た
後
気
持
ち
が
悪
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
？

⑥
食
後
に
胸
焼
け
が
起
こ
り
ま
す
か
？

⑦�

の
ど
の
違
和
感
（
ヒ
リ
ヒ
リ
感
）
は
あ
り
ま

す
か
？

⑧�

食
事
の
途
中
で
満
腹
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

か
？

⑨�

も
の
を
飲
み
込
む
と
、
つ
か
え
て
し
ま
い
ま

す
か
？

⑩
苦
い
水
（
胃
酸
）
が
上
が
っ
て
き
ま
す
か
？

⑪
ゲ
ッ
プ
が
よ
く
出
ま
す
か
？

⑫
前
か
が
み
す
る
と
胸
焼
け
が
し
ま
す
か
？

合
計
点
が
8
点
以
上
で
、
逆
流
性
食
道
炎
の

可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

逆
流
性
食
道
炎
と
は
、
胃
酸
が
食
道
に
上

が
っ
て
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
き
る
病
気
で
す
。

胃
酸
は
胃
で
作
ら
れ
ま
す
が
、
胃
自
体
は
胃
酸

か
ら
身
を
守
る
粘
液
を
自
ら
作
っ
て
い
る
の
で
、

酸
で
胃
が
溶
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
こ

ろ
が
、
食
道
は
そ
の
よ
う
な
粘
液
を
作
ら
な
い

の
で
、
胃
酸
が
上
が
っ
て
く
る
と
食
道
に
傷
が

つ
い
て
し
ま
い
ま
す
。
傷
が
つ
い
て
い
る
と
こ

ろ
に
酸
を
か
け
ら
れ
る
の
で
、
ひ
り
ひ
り
し
み

て
、
胸
焼
け
が
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ど
う
し
て
胃
酸
が
あ
が
っ
て
き
て
し
ま
う
の

で
し
ょ
う
？

胃
酸
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
、
食
道
と
胃
の

間
に
は
胃
酸
が
逆
流
し
に
く
い
よ
う
に
筋
肉
が

つ
い
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
脂
っ
こ
い
も
の

を
た
く
さ
ん
食
べ
た
り
、
ス
ト
レ
ス
が
多
か
っ

た
り
、
太
っ
て
い
た
り
す
る
と
、
こ
の
筋
肉
が

ゆ
る
ん
で
し
ま
う
の
で
す
。
そ
の
結
果
、
胃
酸

が
上
が
っ
て
き
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

先
ほ
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
８
点
以
上
だ
っ
た

方
、
さ
っ
そ
く
病
院
に
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

具
体
的
な
検
査
は
と
い
う
と
、
問
診
と
、
胃
カ

メ
ラ
を
飲
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
…
と
い
う
と
、

一
気
に
病
院
に
行
く
気
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
よ
ね
。

胃
カ
メ
ラ
は
怖
く
な
い
！

胃
カ
メ
ラ
と
い
う
と
、
あ
の
の
ど
を
通
る
と
き

の
不
快
感
、
お
な
か
が
張
る
よ
う
な
感
じ
を
思

い
出
し
て
そ
れ
だ
け
で
「
絶
対
い
や
」
と
思
っ
て

し
ま
わ
れ
る
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

胃
カ
メ
ラ
を
少
し
で
も
楽
に
受
け
て
い
た
だ
く
た

め
の
工
夫
が
、
最
近
は
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
経
鼻
内
視
鏡
と
い
っ
て
お
鼻
か

ら
細
い
内
視
鏡
を
挿
入
し
て
行
う
方
法
や
、
少

し
ぼ
ん
や
り
す
る
お
薬
を
注
射
し
て
行
う
方
法

も
あ
り
ま
す
。
は
じ
め
て
の
胃
カ
メ
ラ
で
恐
怖

感
が
強
い
方
で
も
、
ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
、

い
ろ
い
ろ
な
方
法
を
試
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ど
う
し
て
こ
ん
な
に
胃
カ
メ
ラ
を
お
勧
め
す

る
か
と
い
う
と
、
胸
焼
け
を
き
っ
か
け
に
胃
カ

メ
ラ
を
試
し
て
み
て
、
他
の
病
気
が
見
つ
か
っ

た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
ら
で
す
。
ま
だ
一
度

も
胃
カ
メ
ラ
を
体
験
し
た
こ
と
が
な
い
方
も
、

昔
体
験
し
て
、
も
う
二
度
と
受
け
た
く
な
い
と

思
わ
れ
た
方
も
、
ぜ
ひ
ご
相
談
に
み
え
て
く
だ

さ
い
！

胸
焼
け
は
し
ま
せ
ん
か
？

Syoko Hirata

こ
の
宿
泊
研
修
で
、
福
島
高
校
生
の
合

い
言
葉
で
あ
る
「
あ
い
そ
じ
っ
こ
ふ
」
を

徹
底
し
高
校
生
と
し
て
の
自
覚
を
培
う
と

同
時
に
、
友
だ
ち
や
先
生
と
の
関
係
作
り

が
で
き
ま
す
。

『
福
島
高
校
な
ら
で
は
』
の
１
年
生
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
１
年
３
組
の
副
担

任
・
坂
元
麻
衣
先
生
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

坂
元
麻
衣
先
生
の
コ
メ
ン
ト

福
島
高
校
で
は
１
年
次
か
ら
「
け
や
き

タ
イ
ム
」
が
あ
り
、
生
徒
は
週
３
回
の
こ

の
時
間
、
自
分
の
選
択
す
る
講
座
を
受
講

し
ま
す
。
同
じ
志
を
持
っ
た
仲
間
た
ち
と

教
え
合
い
、
競
い
合
う
こ
と
が
で
き
る
環

境
が
１
年
次
か
ら
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
福
島
高
校
な
ら
で
は
の
魅
力
と
言
え
ま

す
。福

島
高
校
は
１
人
ひ
と
り
が
き
ら
り
と

光
る
学
校
で
す
。
中
に
は
ま
だ
原
石
の
人

も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
生

徒
も
先
生
も
一
緒
に
な
っ
て
磨
き
あ
げ
、

３
年
後
に
は
き
ら
き
ら
光
る
福
島
高
校
生

を
送
り
出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
学
期
が
始
ま
り
感
じ
た
こ
と

新
入
生
98
人
が
福
島
高
校
生
と
な
り
、

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
人
と
同

じ
こ
と
を
し
て
い
て
は
、
自
分
を
高
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
を
実
感

さ
せ
ら
れ
た
新
学
期
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

入
学
式
で
は
新
入
生
に
向
け
、
福
島
高

校
の
校
歌
に
あ
る
『
我
ら
愛
す　

我
が
学

舎
を
』
と
い
う
歌
詞
を
紹
介
。「
学
校
を

盛
り
上
げ
、
学
校
を
愛
せ
る
環
境
に
す
る

に
は
わ
た
し
た
ち
生
徒
が
主
体
で
な
け
れ

ば
い
け
な
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
生
徒
が
中
心
と
な
っ
て
、

魅
力
あ
る
福
島
高
校
を
作
り
上
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
前
門
で
す
。
今

回
で
投
稿
も
４
回
目
に
な
り
ま
し
た
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
４
月
、
新
入
生
98
人
が
入
学
し
ま
し
た

１
年
生
は
高
校
生
活
の
基
礎
を
確
立
し

て
い
く
期
間
で
す
。
我
が
福
島
高
校
の
１

年
生
も
４
月
に
入
学
し
た
当
初
に
比
べ
、

ぐ
っ
と
大
人
の
顔
つ
き
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。さ

て
、
福
島
高
校
で
は
入
学
し
た
ら
す

ぐ
に
宿
泊
研
修
が
行
わ
れ
ま
す
。
宿
泊
研

修
の
内
容
は
、
校
歌
コ
ン
ク
ー
ル
や
キ
ャ

ン
ド
ル
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
野
外
で
の
カ
レ
ー

作
り
、
上
級
生
も
合
流
し
て
の
歓
迎
遠
足

な
ど
で
す
。 こ

ん
に
ち
は
、
福
島
高
校
で
す
！

魅
力
あ
る
福
島
高
校
の
取
り
組
み

〜
自
ら
学
び　
表
現
力
あ
る
福
高
生
〜

今
回
は
１
年
生
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

1年 1組

島田貴
たか

教
のり

さん

インタビュー

福島高校3年
生徒会長

前門充
みつ

徒
と

くん

　僕が福島高校に進学した理由は、高校を
卒業したら就職をしたいからです。
　その中で僕は情報ビジネスコースに進学す
る予定です。僕は将来、自衛官になりたいと
思っています。もし災害が起きたときになどに
災害派遣で社会に貢献したいからです。その
ために、放課後のけやきタイムなど、課外で
公務員対策を選択しています。
　福島高校に入学するまでは、先輩とコミュ
ニケーションがとれるか、友だちができるかな

ど、たくさんの不安がありました。
　しかし、今では、そんな心配もなくなりました。
友達もたくさんでき、高校生活がとても楽しい
です。
　これからは部活動の剣道と勉強を両立さ
せ、将来の夢を叶えたいです。
　福島高校は、人数が少ない分先生と生徒
の距離が近く学習環境が整っているところが
魅力だと思います。

わたしが
レポートします。
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ビ
ウ
ナ
市
を
疫
病
か
ら
守
っ
た
聖
人

で
、
市
内
か
ら
30
㎞
ほ
ど
離
れ
た
山

に
祭
っ
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
聖
人
を

毎
年
山
ま
で
迎
え
に
行
き
、
イ
ビ
ウ

ナ
中
心
の
教
会
ま
で
連
れ
て
来
る
お

祭
り
で
す
。
徒
歩
や
自
転
車
で
行
く

人
も
い
る
の
で
す
が
ほ
と
ん
ど
の
人

が
馬
に
乗
っ
て
行
き
ま
す
。
１
５
０

０
頭
の
馬
が
目
の
前
を
通
る
の
は
迫

力
満
点
。
で
も
こ
の
馬
が
通
っ
た
道

を
通
っ
て
協
会
前
ま
で
戻
ら
な
い
と

行
け
な
い
の
で
す
が
道
が
馬
の
糞
で

埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
も
想

像
を
遥
か
に
超
え
る
も
の
で
し
た
。

訪
れ
る
人
も
３
万
人
以
上
と
盛
大
な

お
祭
り
で
し
た
。
い
い
経
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

LibraryKushima
[Book]

　ロビンに弟が生まれました。名まえ
は、ベンジャミン。「大きくなったらサッ
カーをしようね」ロビンは楽しみです。
でも、ベンジャミンは遠くの空へ旅立っ
てしまいます。ロビンが体験した、家
族の再生の物語。

父は蒸発、母はうつ、妹は文句ばかり。
貴美は高校に通いながら、喫茶店のアル
バイトでなんとか一家を支えていた。大学
の医学部に進学したい、そんな夢を応援
してくれたのは、幼なじみの優太郎だった
…。愛と感動の負けない青春物語。

　夏季オリンピックが７月27日から8
月12日までイギリスのロンドンで開催さ
れます。そこで、オリンピック関連の本や、
開催地であるイギリス関連の本を特集
して展示します。４年に１度の熱い夏。トッ
プアスリートの活躍を楽しみましょう。

7
月
の
テ
ー
マ
展
示

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

で
も
、
わ
す
れ
な
い
よ

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン

エ
ル
フ
ィ
・
ネ
イ
セ
ン
／
作
　
講
談
社

極
貧
！
セ
ブ
ン
テ
ィ
ー
ン

黒
野
　
伸
／
著
　
理
論
社

本
「
今
月
の
新
刊
」

●�串間市立図書館☎72-1177● ��開館＝午前10時〜午後６時●�� 休館日＝毎週月曜日http://www.kushima-lib.jp/

●各自治会・施設・団体を対象にした移動図書館の巡回先を募集中●
移動図書館車で巡回し、その場で本を選んでいただき、本の貸し出しや返却を行います。土日も可。

　

ボ
ア
タ
ー
ル
ジ(

こ
ん
に
ち
は)

！ 

５
月
23
日
〜
31
日
ま
で
姉
妹
都
市
交

流
で
ブ
ラ
ジ
ル
に
行
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
回
は
姉
妹
都
市
締
結

25
週
年
に
イ
ビ
ウ
ナ
市
最
大
の
祭
り

『
サ
ン
・
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
祭
り
』
に

招
待
さ
れ
、
串
間
市
使
節
団
の
一
員

と
し
て
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

イ
ビ
ウ
ナ
市
は
ブ
ラ
ジ
ル
最
大
の

都
市
サ
ン
パ
ウ
ロ
か
ら
車
で
40
分
ほ

ど
離
れ
た
所
に
あ
り
ま
す
。
と
は
い

え
日
本
か
ら
の
距
離
は
凄
ま
じ
い
も

の
で
す
。
今
回
の
経
路
は
宮
崎
→
福

岡
→
韓
国
イ
ン
チ
ョ
ン
空
港
→
ア
メ

リ
カ
・
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
空
港
→
ブ
ラ

ジ
ル
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
。
世
界
の
裏
側

は
遠
い
で
す
。

　

串
間
市
か
ら
の
合
計
移
動
時
間
は

36
時
間
。
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
す
。　

や
っ
と
の
思
い
で
ブ
ラ
ジ
ル
に
到
着

し
て
か
ら
は
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
仕

事
。
初
日
か
ら
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
分

刻
み
で
新
聞
社
を
回
っ
た
り
、
宮
崎

県
人
会
の
歓
迎
会
に
出
席
し
た
り
で

旅
の
疲
れ
を
気
に
す
る
暇
さ
え
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

３
日
目
は
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
サ

ン
・
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
祭
り
。
こ
れ
が

予
想
を
遥
か
に
超
え
る
も
の
で
し

た
。
サ
ン
・
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
と
は
イ

■交流員レポート／第8代国際交流員ジュリアンの日本体験記

とうへんぼくで、ばかったれ（朝倉かすみ）神渡し
（犬飼六岐）夜の国のクーパー（伊坂幸太郎）
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This month's
expression   

今月の表現

○○は賑やか
○○ is lively

ブラジルは賑やか
Brazil is lively

[Pension]

知
年
金

７
月
は
障
害
基
礎
年
金
受
給
者
の

所
得
状
況
届
提
出
月
で
す

　
「（
20
歳
前
の
傷
病
に
よ
る
）
障
害

基
礎
年
金
（
年
金
コ
ー
ド
６
３
５
０
ま

た
は
２
６
５
０
）」
を
受
給
中
の
方
は
、

ハ
ガ
キ
に
よ
る
所
得
状
況
届
を
ご
提
出

く
だ
さ
い
。
郵
送
で
の
提
出
も
可
能
で

す
。

　

こ
の
障
害
基
礎
年
金
は
所
得
状
況
の

届
出
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
所
得

の
確
認
が
で
き
な
い
と
支
給
停
止
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
市
民
税
の
申

告
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が

あ
る
皆
さ
ま
へ

　

昨
年
８
月
10
日
に
公
布
さ
れ
た
年
金

確
保
支
援
法
で
は
、
国
民
年
金
に
関
し

て
時
効
に
よ
っ
て
納
付
で
き
な
く
な
っ

た
一
定
期
間
の
保
険
料
を
本
人
の
希
望

に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る

取
り
扱
い
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
扱
い
は
、
今
年
10
月
１
日

か
ら
３
年
間
に
限
り
、
過
去
２
年
分

だ
け
で
な
く
過
去
10
年
分
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

こ
の
保
険
料
の
後
納
が
で
き
る
の
は
、

時
効
に
よ
っ
て
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
期
間
分
（
２
年
以
上
前
の
期
間
分
）

の
保
険
料
に
限
ら
れ
ま
す
。

　

３
年
以
上
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を

納
付
す
る
際
は
、
加
算
金
が
か
か
り
ま

す
。

　

す
で
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て

い
る
人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
今
年
８
月
10
日
よ
り
、
第
３

号
被
保
険
者
と
さ
れ
て
い
た
人
に
新
た

な
年
金
記
録
が
見
つ
か
り
、
必
要
な
届

け
出
が
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
受
け
取

れ
な
か
っ
た
老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
基

礎
年
金
な
ど
が
受
給
で
き
る
よ
う
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
市
民
生
活
課
市
民

係
☎
内
線
２
２
５
・
２
２
６
、
都
城

年
金
事
務
所
☎
０
９
８
６

−

23

−

２

５
７
１

[Health]

育
子
ど
も
の

歯
を
守
る

乳
幼
児
フ
ッ
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塗
布
の
ご
案
内

　

フ
ッ
素
は
歯
の
質
を
強
化
し
ま
す
。

乳
幼
児
を
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象
に
し
た
フ
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素
塗
布
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し
ま
す
。
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＊
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●��

そ
の
他
＝
個
別
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知
は
い
た
し
ま

せ
ん
。
年
３
回
に
な
る
よ
う
フ
ッ
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塗
布
を
受
け
る
と
、
効
果
が
あ
り
ま

す
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問
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課
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む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち

●�

14
の
笑
顔
が
輝
い
て
い
ま
す

　

４
月
11
日
に
行
わ
れ
た
３
歳
児
健
康

診
査
で
、
む
し
歯
が
な
か
っ
た
お
友
だ

ち
を
紹
介
し
ま
す
。

瀬せ

ノの
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ん

◎
上
新
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滉こ
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く
ん

◎
本
町
２
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目

世せ
　
ら
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良
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透と
う

宙い

く
ん

◎
徳
間

財ざ
い

津つ 

椛か
え
でち

ゃ
ん

◎
鹿
谷

渡わ
た

邉な
べ 

琴こ
と

里り

ち
ゃ
ん

◎
小
城
久
保

森も
り

屋や 

翔し
ょ
う
た
ろ
う

太
朗
く
ん

◎
上
郡
元

前ま
え

田だ 

紋あ
や

歌か

ち
ゃ
ん

◎
桜
ヶ
丘

神か
み

村む
ら 

誠ま
さ

斗と

く
ん

◎
西
塩
町

瀬せ

地じ

山や
ま 

梢こ
ず
えち

ゃ
ん

◎
鍛
冶
屋

瀬せ

地じ

山や
ま 

琉り
ゅ
う
と斗

く
ん

◎
鍛
冶
屋

鶴つ
る

田た 

康こ
う

心し
ん

く
ん

◎
徳
間

七し
ち

田だ 

永え

亜あ

ち
ゃ
ん

◎
本
町
１
丁
目

河か
わ

野の 

湊そ
う

宗し

く
ん

◎
下
代
田

江え

藤と
う 

悠ゆ
う

斗と

く
ん

◎
上
町

図書館では夏休み
イベントを開催し
ます！
戦争講話第２回『語

り継ご

う〜戦争と平和に
ついて

今、考えること〜』
●�日時＝７月 27

日（金）

午後１時半〜２時
半（講

話）、午後２時半〜３
時半

（座談会）
戦争体験者の語りを

お聞き

する貴重な機会。ぜ
ひご参

加ください。

参加ご希望の方は図
書館まで！
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帯員１人増ごとに50万円を加算
した額以下⑤預貯金が（一人世
帯）３５０万円以下、世帯員１人増
ごとに１００万を加算した額以下
⑥保険料を滞納していない

◎�軽減対象サービス＝社会福祉法
人が提供する訪問介護、通所介
護、短期入所生活介護および介
護福祉施設サービス

◎�軽減の程度＝軽減対象サービス
利用者負担・食費・居住費の25％
（老齢福祉年金受給者は50％）
を軽減

◎�認定期間＝申請月から平成25年
６月末まで

負担限度額認定
　居住費や食費は、利用者と施設
との契約によることが原則となりま
すが、世帯状況・収入状況により負
担額が軽減されます。
◎�対象サービス＝介護福祉施設
サービスおよび短期入所生活介
護、短期入所療養介護

◎�認定期間＝申請月から平成25年
６月末まで

◎�問い合わせ先＝医療介護課介護
保険係☎72−０３３３（内線５１
５・５１６）

　どなたでも参加できます。特に自
主防災組織のリーダーはぜひご参
加ください
◎日時＝７月２１日（土）・２２日
（日）＊両日とも午前９時半〜
◎研修内容（基礎コース）
・�１日目＝気象の仕組み、災害図上
訓練（ＤＩＧ）など
・�２日目＝地域防災力、自主防災組
織の実際、救急救命実技講習
◎場所＝総合保健福祉センター
◎定員＝50人
＊定員になり次第、締め切ります。
◎受講料＝無料
◎�申込方法＝県ホームぺージ防災
危機管理情報から申込用紙をダ
ウンロード。または、串間市役所
総務課にて受付。
◎申込期限＝７月13日（金）

◎�問い合わせ先＝総務課危機管理
係☎72−４５６０

　標記候補者を募集します。なお、
第３回大会の要項が正式決定され
ていないため、今後区間などが増え
た場合は、選手を追加募集などい
たします。また、代表選手は選考会
を経て決定する予定です。
◎�大会日時＝平成25年１月14日
（月・成人の日）

◎�コース＝宮崎県庁を発着とする
宮崎市内周回コース（39.６㎞）
◎�募集選手＝第１区（１.７㎞）小学
生生男子、第２区（２.３㎞）50歳
以上、第３区（５.０㎞）高校生、第
４区（２.６㎞）40歳以上〜49歳以
下、第５区（２.８㎞）中学生、第６区
（４.８㎞）一般、第７区（３.４㎞）中
学生、第８区（１.１㎞）小学生女子、
第９区（１.５㎞）小学生男子、第10区
（７.４㎞）一般、第11区（１.２㎞）小
学生女子、第12区（５.８㎞）高校生

＊�年齢はいずれも大会当日の満年
齢。区間および距離は昨年の大
会要項を参考。
◎�参加資格＝市内在住・在勤者、
および市外在住の串間市出身者。
＊詳細はお問い合わせください。

◎募集受付＝７月２日（月）〜
◎�申込・問い合わせ先＝生涯学習
課スポーツ振興係☎内線３８０

◎日時＝８月26日（日）
＊午前７時半受付開始
◎場所＝今町浜特設会場
◎�参加資格＝高校生以上。４〜８名
（監督・女性１名以上を含む）。

◎参加料＝１チーム６，０００円
◎�申込方法＝申込書に参加料を添
えて現金書留にて郵送。
◎申込期限＝８月３日（金）必着
◎定数＝60チーム

◎�申し込み先＝生涯学習課（担
当：長友）☎内線３７９
◎�問い合わせ先＝同実行委員会事
務局長堀口☎０９０−８３９８−
０９４５

　夜のお寺で本物のグリム童話を
「語り」でお楽しみください。
◎日時＝７月21日（土）午後７時
◎場所＝正国寺
◎�問い合わせ先＝ゴーシュの会
（加藤さん）☎72−8567

「男女共同参画功労賞」
◎�対象＝男女共同参画社会づくり
に功労のあった県内の個人・団体、
雇用の場における男女共同参画
づくりに功労のあった事業者
「女性のチャレンジ賞」
◎�対象＝起業、NPO法人での活動、
地域活動などへのチャレンジで
輝いている女性個人・団体

◎�応募書類＝総合政策課協働推
進係内に設置。または県庁ホーム
ページからダウンロード可。
◎受付締切＝７月31日（火）
◎その他＝自薦・他薦不問。
◎�申込・問い合わせ先＝総合政策
課協働推進係☎内線３３５

　７月は『社会を明るくする運動』
の強調月間です。
　社会を明るくする運動は、犯罪や
非行の防止と罪を犯した人たちの
更生について理解を深め、それぞ
れの立場において力を合わせ、犯
罪や非行のない地域社会を築くた
めに実施されるものです。
◎�行動目標＝「犯罪や非行をした人
たちの立ち直りを支えよう」ほか

◎�重点目標＝「立ち直りを支える取
組についての理解促進」ほか
◎�問い合わせ先＝市民生活課生活
係☎内線２５５

第62回社会を明るくする運動

お知らせの
ページ
市役所の代表電話☎0987ー72ー1111

Information
万円以下、（２人世帯以上）１００
万円以下

◎�減免される額＝申請日の属する
年度分の保険料額を第１段階の
保険料額の２分の１に減免

◎�問い合わせ先＝税務課国保・介
護賦課係☎内線２６３・２６４

　重度心身障害者（児）医療費受
給資格者証の交付を受けている方
は、有効期限が７月31日となってい
ますので、更新の手続きをしてくだ
さい。また、受給資格のある方で受
給者証の交付を受けていない方も
手続きをしてください。
◎�対象者＝①身体障害者手帳１級、
２級の交付を受けた方②療育手
帳Ａの交付を受けた方③身体障
害者手帳３級と療育手帳Ｂ−１両
方の交付を受けた方

＊�所得制限があるため所得状況に
よっては該当しない場合あり。
◎�更新手続期間＝７月２日〜８月31
日（土・日曜日、祝日を除く）
◎�必要なもの＝①印鑑（認め可）
②身体障害者手帳または療育手
帳③健康保険証④現在お持ちの
受給資格者証

＊�ただし、平成24年１月１日現在の
住所が市外にあった場合のみ、
本人または扶養義務者の所得証
明書が必要。
◎�問い合わせ先＝福祉保健課自立
支援係☎72−０３３３（内線５１１）

社会福祉法人等
介護保険利用者の負担軽減
　次の要件すべてに該当する方の
利用者負担を軽減します。
◎�要件＝①申請者の世帯員全員に
市民税が課せられていない②市
民税課税者に扶養されていない
③自宅以外に処分可能な資産を
所有していない④年間収入金額
が（一人世帯）１５０万円以下、世

　７月８日（日）午前９時、蔵元河
川敷親水公園で第24回串間市消防
操法大会を開催します。今回は市内
５分団から６チームが出場。小型ポ
ンプ積載車操法の正確さとスピー
ドを競います。１チームは４名編成
でそれぞれ筒先やポンプの担当が
決まっており、63ｍ先にある標的を
放水で倒す競技です。選手の皆さ
んは仕事が終わった後、暗い中、発
電機で照明を灯し練習をしてきまし
た。地域を守るため疲れた体に鞭
を打って頑張っています。選手にと
りましても皆さまの応援が最も励み
になります。
　多数の方の見学と応援をお待ち
しております。
＊�小雨決行。大雨などの場合は15日
（日）に延期いたします。
◎�問い合わせ先＝消防本部消防係
☎72−４１５１

　７月９日に住民基本台帳法の一
部が改正されます。改正に伴い手
続きなどに変更が生じます。
外国人住民の方にも住民票が作成
されます
　外国人と日本人の両方がいる世
帯についても、世帯全員が記載さ
れた住民票の写しを発行できるよ
うになります。他の市区町村へ引

越し（転出）される場合は、旧住所
地・新住所地両方の役所で手続き
が必要になります。
住民基本台帳カード（住基カード）
の継続利用が可能になります
　これまでは市外に転出すると住
基カードは失効していましたが、法
改正後は転出入の際の手続きによ
り、継続的に利用できます。
＊�住基カード継続利用者が串間市
へ転入される場合、市役所本庁
のみでの受付です。
＊�転入手続きをする際に住基カード
の暗証番号入力が必要です。
＊�電子証明書は継続利用の非対象
です。
◎�問い合わせ先＝市民生活課市民
係☎内線２２２・２２３

　串間市では平成24年度の金婚式
祝賀事業の実施を10月に予定して
います。そこで平成24年中に金婚を
迎えられる方の調査を行っています。
次に該当される方は、医療介護課ま
たは各支所までご連絡ください。
◎対象者
①�市内在住で婚歴50周年を迎えられ
るご夫婦（昭和37年１月１日〜同12
月31日の間に婚姻されたご夫婦）
②�婚歴50周年を迎えられ、前年ま
でに金婚祝賀の申し込みをされ
ていないご夫婦

◎�問い合わせ先＝医療介護課高齢者
支援係☎72−００２３（内線５２３）

　介護保険料の負担が困難な方で、
下記の要件すべてに該当する方は
ご相談ください。
◎�要件＝①申請者の世帯員全員に
市民税が課せられていない②市
民税課税者に扶養されていない
③自宅以外に処分可能資産を所
有していない④１人世帯で年間
収入額が48万円以下、世帯員１人
増ごとに38万５千円を加算した
額以下⑤預貯金が（１人世帯）50

住民基本台帳法の一部が
改正されます

介護サービス利用料の軽減
負担限度額について

重度心身障害者（児）医療費受給
資格者証の更新手続きについて

金婚(結婚50周年)を迎え
られる方へ

お知らせ

第24回串間市消防操法大会

介護保険料の減免について

宮崎県地域防災士養成研修

グリムの素話会

「第３回宮崎県市町村対抗駅伝
競走大会」串間市代表選手
候補者募集

第12回ビーチバレー大会
inクシマ実行委員
参加チーム募集

「男女共同参画功労賞」
「宮崎県女性のチャレンジ賞」
候補者募集
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このページは読者の皆さんからの
声にふれあう場です。

いろいろな声をお寄せください。

読者のページ
くしまにあ
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先
日
は
「
広
報
く
し
ま
」
を

早
速
送
っ
て
い
た
だ
き
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

金
環
日
食
は
雨
の
た
め
見
れ
ず
残

念
で
し
た
が
、
こ
ん
な
に
い
い
思
い

出
を
作
っ
て
い
た
だ
き
、
母
子
と
も

「
い
い
記
念
に
な
っ
た
ね
」
と
喜
ん

で
お
り
ま
す
。
そ
の
後
の
旅
行
も
飫

肥
の
町
、
鵜
戸
神
宮
と
、
初
め
て
の

二
人
旅
、
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

「
ま
た
今
度
き
っ
と
晴
れ
た
日
の
都

井
岬
に
行
こ
う
ね
」
と
心
に
決
め
ま

し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

先
月
号
の
ま
ち
の
話
題
で
取
材

に
答
え
て
い
た
だ
い
た
お
二
人
か

ら
の
お
手
紙
で
す
。
仲
良
さ
げ
な

姿
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
お
二
人

の
思
い
出
の
一
部
に
な
れ
た
と
し

た
ら
、
こ
れ
も
『
広
報
冥
利
』
に

尽
き
ま
す
。
ぜ
ひ
晴
れ
た
都
井
岬

に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

よ
り
良
い
工
夫
を

●
鎌
田
政
行
さ
ん

広
報
く
し
ま
５
月
号
、
拝
読

し
ま
し
た
。
本
市
居
住
２

年
目
を
迎
え
ま
す
。
誌
面
に
つ
い

て
は
色
彩
の
活
用
な
ど
工
夫
さ
れ
、

見
や
す
い
構
成
に
な
っ
て
い
る
の
で

は
と
思
い
ま
す
。
本
市
に
勤
務
し
て

び
っ
く
り
す
る
と
と
も
に
工
夫
さ
れ

て
い
る
と
感
じ
た
の
は
、
市
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
の
健
康
診
断
結
果

が
受
診
者
１
人
１
人
に
手
帳
の
形

で
交
付
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
継
続
し

て
自
分
自
身
の
変
化
を
確
認
で
き

る
点
で
、
と
て
も
良
い
工
夫
だ
と
思

い
ま
す
。
課
題
と
し
て
は
、
本
市
の

発
展
に
向
け
て
市
内
在
住
の
主
婦

で
あ
る
方
々
の
視
点
を
取
り
入
れ

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
…
。

広
報
紙
へ
の
お
褒
め
の
言
葉
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後

も
見
易
い
紙
面
作
り
に
努
め
て
い

き
ま
す
。
手
帳
に
つ
い
て
、
福
祉

保
健
課
か
ら
回
答
い
た
し
ま
す
。

福
祉
保
健
課
か
ら
の
回
答

健
康
手
帳
を
活
用
し
て
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

鎌
田
さ
ん
の
よ
う
に
毎
年
の
記
録

を
記
入
し
、
活
用
さ
れ
て
い
る
手

帳
を
目
に
す
る
と
、
わ
た
し
ど
も

も
非
常
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
健
康
手
帳
は
40
歳
以
上
の
方

に
配
布
し
て
い
ま
す
。
活
用
し
た

い
方
は
、総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

②
番
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
は
見
て
い
ま
す

●
急
が
ば
廻
れ
さ
ん

５
月
１
日
号
の
紅
玉
り
ん
ご

さ
ん
に
あ
や
か
り
、
わ
た
し

か
ら
も
お
願
い
し
ま
す
。
り
ん
ご
さ

ん
の
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
本
当
に
串

間
市
は
ご
み
が
散
乱
し
て
い
ま
す
。

公
園
な
ど
が
多
い
で
す
ね
。
い
つ
も

清
掃
さ
れ
て
い
る
自
治
会
長
さ
ん
、

地
域
の
方
の
ご
苦
労
が
伝
わ
っ
て
き

ま
す
。
わ
た
し
自
身
の
子
ど
も
は
あ

る
程
度
大
き
く
な
り
、
今
で
は
ご
み

の
分
別
、
処
理
方
法
、
完
璧
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
少
し
ず
つ
勉
強
し
て
い

ま
す
。
時
々
一
緒
に
ご
み
拾
い
も
し

て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
自
分
の
家

で
分
別
し
収
集
日
に
出
し
て
い
ま
す
。

今
で
は
娘
（
小
２
）
が
「
お
母
さ
ん
、

ご
み
重
い
か
ら
私
も
手
伝
う
ね
」
と

言
っ
て
く
れ
て
、
ご
み
袋
の
ひ
も
を
１

崎
県
と
鹿
児
島
県
の
県
境
に
立
地

し
て
い
る
関
係
で
、
鹿
児
島
・
宮
崎

ナ
ン
バ
ー
が
た
く
さ
ん
で
す
。
心
よ

り
感
謝
い
た
し
ま
す
。
イ
ル
カ
ラ
ン

ド
は
イ
ル
カ
だ
け
で
は
な
く
ペ
ン
ギ

ン
や
ポ
ニ
ー
、
ウ
サ
ギ
に
ウ
ミ
ガ
メ

な
ど
の
動
物
も
た
く
さ
ん
い
て
、
た

だ
見
る
だ
け
で
は
な
い
ふ
れ
あ
い
体

験
、
釣
り
体
験
な
ど
が
で
き
る
の
が

好
評
の
よ
う
で
す
。
ま
た
、
志
布
志

湾
獲
れ
の
鮮
魚
販
売
や
お
食
事
、
お

子
さ
ん
に
は
嬉
し
い
広
々
し
た
芝
生

の
広
場
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
ス
ペ
ー

ス
は
無
料
ゾ
ー
ン
な
の
で
い
つ
で
も
、

毎
日
で
も
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

７
月
15
、
16
日
に
は
１
周
年
感
謝
イ

ベ
ン
ト
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

わ
た
し
は
北
方
出
身
で
す
。
大
好

き
な
串
間
を
盛
り
上
げ
た
い
！
皆
さ

ん
は
「
大
黒
の
イ
ル
カ
ラ
ン
ド
」
っ

て
思
っ
て
ま
せ
ん
か
？
胸
を
張
っ
て

「
串
間
に
は
イ
ル
カ
ラ
ン
ド
が
あ
る

よ
！
」
っ
て
市
外
の
方
に
自
慢
し
て
く

だ
さ
い
。
わ
が
町
の
宝
に
な
れ
る
よ

う
今
後
も
精
進
し
て
い
き
ま
す
。
み

な
さ
ん
！ 

わ
た
し
に
会
い
に
来
て
く

だ
さ
い
ね
。
待
っ
ち
ょ
り
ま
す
よ
♪

楽
し
い
イ
ル
カ
ラ
ン
ド
の
光
景

が
目
に
浮
か
び
ま
す
ね
。
ま
た
行
っ

て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。

つ
ず
つ
持
っ
て
集
積
所
ま
で
運
ん
で

く
れ
ま
す
。
子
ど
も
は
『
必
ず
』
大

人
を
見
て
い
ま
す
。
あ
と
、
コ
ン
ビ

ニ
な
ど
で
あ
か
ら
さ
ま
に
家
庭
か
ら

の
ご
み
を
捨
て
て
い
る
人
が
い
ま
す

よ
ね
。
子
ど
も
も
来
店
し
ま
す
。
車

の
中
か
ら
も
見
て
い
ま
す
。
い
ず
れ

真
似
し
ま
す
ね
。
コ
ン
ビ
ニ
の
管
理

者
も
ご
み
箱
を
設
置
し
な
い
な
ど
の

対
策
を
検
討
し
て
ほ
し
い
で
す
が
…
。

こ
れ
か
ら
日
本
を
支
え
て
い
く
子
ど

も
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
、
わ
た
し
た
ち

大
人
が
、
常
識
あ
る
、
人
に
優
し
い

立
派
な
大
人
に
育
て
ま
し
ょ
う
ね
。

大
人
と
し
て
の
責
任
。
子
ど
も

は
地
域
の
み
ん
な
で
育
て
て
い
る

と
い
う
自
覚
が
必
要
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。

市
民
に
支
え
ら
れ
た
10
年

●
岡
留
久
幸
さ
ん

串
間
太
鼓
神
童
は
今
年
結
成

10
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
市
民
の

皆
さ
ま
や
各
団
体
の
ご
理
解
と
ご

協
力
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
５
月
５
日
、
イ
ル
カ

ラ
ン
ド
野
外
ス
テ
ー
ジ
を
お
借
り
し

て
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
無
事
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
に

多
く
の
皆
さ
ん
の
応
援
出
演
も
い

た
だ
き
、
た
く
さ
ん
の
観
客
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
当

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
に
当
た
り
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た

皆
さ
ま
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
活
動

を
続
け
ら
れ
た
の
も
、
皆
さ
ま
方

の
ご
支
援
や
演
奏
後
の
た
く
さ
ん

の
拍
手
で
元
気
づ
け
ら
れ
た
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。
支
え
て
い
た
だ
い

た
多
く
の
皆
さ
ま
方
に
感
謝
し
つ
つ
、

こ
れ
か
ら
も
微
力
な
が
ら
串
間
市

の
活
性
化
の
た
め
、
ふ
る
さ
と
応
援

隊
と
し
て
力
強
い
太
鼓
を
打
ち
鳴

ら
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
10

年
間
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。（
紙
面
の
都
合
上
、
ゲ
ス
ト
・

協
力
者
の
名
称
を
省
略
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
）。

岡
留
さ
ん
の
感
謝
の
気
持
ち
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
今
後
も
20
年
、

30
年
と
串
間
市
に
太
鼓
の
音
を
響

き
渡
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

お
か
げ
さ
ま
で
１
周
年

●
平
山
達
也
さ
ん

昨
年
７
月
10
日
に
オ
ー
プ
ン
し

た
イ
ル
カ
ラ
ン
ド
も
早
１
年

が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
宮

じぃじ・ばぁばへ

アビちゃん

じぃじ、ばぁば、いつもあ
りがとう。たくさんたくさ
ん長生きして、一緒に遊ん
でね。

◎伝言メッセージ例

お便り・投稿募集しています。

下記ＱＲコードをご利用ください（紙面に限りが
あるので、すべての投稿を掲載することができ
ないことがあります。あらかじめ、ご了承ください）。
①名前（ペンネーム可）②連絡先
③コメントを必ず添えてください。
◎Ｅメールアドレス
　info@city.kushima.lg.jp

お便りお待ち
しています。

メッセージ・写真投稿コーナー
お誕生のお祝いや、感謝の気持ちをメッセージにして贈りませんか。また、
あなたが撮影した写真（人・風景・ペットなんでも可）もぜひ、お送りください。

都井岬でＧＷに撮影
しました。

まるでカップル？
？　それとも双子

？！

とにかく仲が良さ
そうですね☆

＊kino＊さん
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◎ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

電話（　　　　　　）　　　　－

◎ご氏名

歳

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

5558888
串間市役所総合政策課
情報政策係　行

（No.914/2012.7）

F R O M  E D I T O R ' S

わたくしたちは、
1. �豊かな自然を大切にし、これをいか
しましょう。

1. �お互いを信じ、心をあわせ、平和で明
るいまちをつくりましょう。

1. �健康で働くことに誇りをもち、豊かな
住みよいまちをつくりましょう。

1. �だれにも親切にし老人をいたわり、こ
どもに夢と、しあわせをあたえましょう。

1. 教養を高め文化のまちをつくりましょう。

◎市の木/そてつ◎市の花/かんな
◎市の鳥/めじろ◎市の花木/山桜

◎人口  19,914人（前月比-13人）
　男9,201人　　女10,713人
　世帯数8,373世帯

市民
憲章

➡点線に沿って切り取り、官製葉書に貼り付けてお使いください。

おたより待ってます
◎�この広報紙を読んだ感想や今後取り上げてほしい記事、

医療講座に関する質問、串間市への思い、あなたの身近
な出来事、何でも好きなことを書いてください。

（平成24年6月１日現在）
＊平成22年度国勢調査からの推計人口です。

平成14年に発足した串間市管工事協同組
合青年部(池島健一部長・７人)の皆さん。発
足２年目から「社会貢献で何か形に残るも
のを作ろう」と６月の水道週間に合わせ毎年、
小学校に水飲み場を設置・寄贈しています。
来年は大平小への水飲み場寄贈を予定。同
時に市内全小学校への寄贈が完了します。
このほか、市内13カ所の簡易水道配水地の
草払いや新工法の技術講習会を開くなど活
動も盛ん。わたしたちの快適な生活はこうし
た皆さんの活動に支えられているのですね。

串間市管工事協同組合青年部
の皆さん

やまぐちじゅんいち
（48歳）
大束地区・一氏在住。
大束青年団会長、串
間市青年団会長～顧
問、大束農協青年部
部長～参与、大束小
学校PTA会長、福島
高校PTA会長～顧問
を歴任。現在、西村
徳文串間応援団理事、
大束農業協同組合監
事などを務め、まちお
こしを模索中。

Profile

随　想

地元福島高校を卒業し、農業大学校に進み就農した。
無我夢中に働き、大いに遊んだ20 代。

　『食とは何か』を学び大地が酸素と食料を生産し、農業
のもつ多面的機能を十分に認識し、農業とは命を育む産業
だと信じ誇りを持って自分たちの主張を訴えた30 代。先祖
が苦労して拓いた大地にその魂を感じ、その想いを次の世代
に伝えることが使命だと考え、それぞれの立場で串間を想い争
いあった――そんな30 代でもあった。
　そして子どもたちが進学するたびに自分の人生設計の甘さ
を反省。現在、必死に子育中の40 代のわたしです。そん
な人生の中で、串間の人口は激減してきました。何が原因
なのか、大型企業を誘致して人口が増えれば市民は幸せに
なれたのか？わたしには分かりません。ただ、自分たちで幸せ
を探求し、串間の活性化を模索しなければならないと思いま
す。市民それぞれが串間を想い行動することが今、必要かも
しれません。
　では何をする？？
　わたしたち一人ひとりはあまりにも無力です。でも、一人ひと
りの想いとアイデアを集めれば、その可能性は無限大に広が
るでしょう。市はわたしたちの小さな声を少しずつ集め、その
中から活路を拓いてもらいたいと願います。

　わたしたちの故郷『串間』は温厚な人柄で、面倒見も良く、
また、市内各地に風光明媚なスポットも多く、各団体の頼も
しいイベントも数多くあります（芋掘り大会、釣り大会、火祭り、
花火大会、朝市、各地区祭り、盆踊り、窯元市に商道芸人、
クラシックカー、西村ロッテ　その他諸々……）。
　それらを1枚のキャンパスに描き、それを時の流れにうまくす
りあわせ、なおかつそのキャンパスを3D的に見せる仕組みを
考えれば串間の魅力はもっと、多くの人たちに広まるだろうと思
う。一人ひとりが笑顔にあふれ、子どもたちの声が絶えること
のない、そういう町をみんなで築きましょう。
　最後に青年団の再構築、並びに活性化を行政にお願いし
たい。各種団体、個人を青年団の名の元に集めていただきた
い。若い男女が年間の行事を取り決め、ルールを作り、実行し
ていく。まさしく青年団活動は、現代一番必要な婚活なのである。
　かつてわたしたちの仲間も青年団活動の中で夫婦となり、
幸せな家庭を築いている人たちが大勢います。新しい家族を
どんどん誕生させることこそ、故郷再生の第一歩かもしれませ
ん。そして、そこに生まれた子どもたちが串間に生まれて良かっ
たと思うような町にしましょう。
　そんなに、難しく考えなくてもいい…。
　まずは、故郷を想うことから始めよう…。

◎
山
口
淳
一

故
郷
を
想
う

昭和 63 年 11 月に開催された「第 19 回青年祭」の様子。
「新たなる出逢いと感動を求めて」をテーマに全員が真剣に取り組んだ。

サマーファミリーバイキング
　昨年から大好評！
 「岬の駅」バイキングを７月と８月で合計９回開催いたしま
す。女子会・ファミリー・親子会・企業の慰労会などでも大活躍
のバイキングです。
　今年度も充実した料理の品数。「岬の駅」が力を入れている
料理をぜひ、お試しあれ！1日にお受けできる定員は76名。団
体様で80名を超える場合はご相談ください。
◎バイキング開催日
　７月＝20日（金）・21（土）・27（金）・28日（土）
　８月＝�３日（金）・４日（土）・10日（金）・17日（金）・18日

（土）
◎会場＝「岬の駅」都井岬２Ｆレストラン
◎料金
・前売券料金＝大　人　２，５００円（中学生以上）
　　　　　　　小学生　１，５００円

　　　　　　幼　児　　  5００円
・通常料金＝大　人　３，０００円（中学生以上）
　　　　　　小学生　２，０００円
　　　　　　幼　児　　  ５００円
※前売券またはご予約の方は通常料金よりお得になります。
◎飲料料金＝８名以上の団体に限り飲み放題１，０００円
※８名未満は通常料金です。
◎送迎＝基本的に串間駅から送迎いたします（定員24人）。
※「岬の駅」到着は午後６時半、出発は午後８時15分
※要予約。定員になり次第終了いたします。
※８名以上の団体に限り、自宅近辺への送迎。
◎申込方法＝前売券と予約で受け付けます。
※日時をご指定ください。
※ただ今、好評販売中です。

「 岬 の 駅 」都 井 岬 イ ベ ン ト 情 報

読者プレゼント
お便りをくださった方の中から抽選で２名様に

『レストランお食事券（春駒松花堂弁当)』をプレ

ゼント。
※応募締切は7月31日㈫当日消印有効です。TEL 0987-76-1111

「岬の駅」都井岬
m i s a k i s t a t i o n    t o i m i s a k i

よ かむん味だよりの特集。美味しそ
うな写真を撮るのに一苦労した。

商品の並べ方に四苦八苦したり、休日に
七輪で焼いたブリとイカ相手に何十枚も
写真撮影。広報の永遠の命題である「見
せ方」をとことん考えた６月だった ( シ )

故 三戸サツヱさんの本紙写真。幸
島をともに歩いた当時、海風と

戯れるがごとく見せた少女のような表
情に思わずシャッターを切った。幸島
を愛して止まない思いが全身にあふれ、
三戸さんも幸島の海も美しかった ( サ )



＊短歌、俳句の投稿は
■短歌  野辺 俊子さん（☎72-3300）
■俳句  本田 幾男さん（☎72-5280）
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